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教育目標
～ 夢を求め、健やかで

温かい生徒の育成 ～

た たくましく健やかな生徒
い いのちを尊ぶ温かな生徒
しん 真実と夢を追求する生徒
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１９９８年８月に県南地方を集中豪雨が襲い、これにより白河市北西部に位置する大信中学校は２
８日未明に裏山が崩落し４５００立方メートル（プール７杯相当）の土砂に校舎が飲み込まれました。
この土砂崩れにより、技術室、図書室、保健室、相談室、校庭体育小屋、自転車置場が全壊しました。
本校では、この水害を教訓として後世に伝え継ぐため、また、災害について全校生徒が学び、防災意

識を高めるために令和２年度から８月２７日を「８・２７たいしん防災の日」と定め、防災・減災を題
材とした学習を行っています。今年は８月２７日（火）５校時目に避難訓練と併せて行いました。

＜ここ数年間の取組＞
① 全校生徒それぞれが住む地域ごとのグループに分かれ、調べ学習や現地取材を行ってきた。
② 当時の被害や防災・減災に向けた現在の取り組みを町内会長らにインタビューし、写真や図を使
って新聞にまとめてきた。

③ 文化祭で展示や発表することで地域の方々に知らせ、風化させないようにしてきた。
④ 水害の教訓を後世に伝えるためのスローガンを考え発表し合ってきた。
⑤ 徒歩通学生徒もヘルメット持参で登下校してきた。また、学校内では、教室移動や集会の際でも
ヘルメットを持参している。


